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助産師資格取得後の助産師業務達成度

一卒後 1.........2年の助産師を対象としてー

I 緒言

神奈川県立保健福祉大学

沖縄県立看護大学

天使大学大学院

琉球大学

0加 藤 尚 美

賀数いづみ

園生陽子

宮城万里子

ここ数年、助産師教育の卒業時の到達目標や、卒業後の経年別の到達目標等が明らかにされて

いるが、卒後のキャリア育成は個人の専門職としての向上心や、自助努力に任されている。そこ

で、宮中らが提示している f助産師業務の経年別教育の達成目標Jを基に卒後 1--2年の助産師の

業務達成度の実態を把握し卒後の教育に資すること目的とした。

E 方 法

調査期間:2004年 1月--2月末対象:九州|・沖縄地区の全国助産師教育協議会加入17校の卒

業生で近県に助産師として勤務している卒後 1-2年の産科領域の臨床経験者各校2名を依頼し34

名を対象とした。回答は郵送にて回収した。

調査項目は、資格取得時期、年齢、現在の勤務場所、助産師業務達成度である。助産師の経年

別達成度は、 5カテゴリーに分類されたものを3段階法で「できるJr少しできるJrできないj

で回答を求めた。なお、倫理的配慮として個人が特定されないこと、設問の回答を拒否すること

ができる旨を説明し承諾を得られた助産師とした。

E 結果

1.回答者の属性

助産師19名(55.ゅのより回答を得た。対象者の教育背景は大学卒2名、短期大学専攻科卒4名、

専門学校 13名、資格取得年齢は23歳.....，29歳で、あった。勤務場所は、産科棟で主たるケア対象

者は全員が妊産樗婦、新生児であった。

2.卒後 1--2年助産師の業務達成度(表1)

卒後1-2年で求めている助産師業務達成度のカテゴリー別達成度「できるJの自己言判面は、

助産ケア 37.4%、教育・相談技術23.7%、助産管理68.5%、教育・研究 10.5%、専門職として

の人間的成長31.4%であった。項目別で「できるJの回答者が 5併も以上のものは、助産ケアの

カテゴリーでは、妊産婦・新生児の基本的なケアができる 57.9%、助産管理のカテゴリーで

は、入院・退院の取り扱いができる 73.7%、顧ヰ病棟のチームメンバーとしての役割が取れ

る 63.2%、対象のケアに対して責任を持ち業務を始める 63.2%~ 専門職としての人間的成長

ーのカテゴリーでは、誠意を持って助産業務にあたる 63.2%であった。また、 200も以下のもの

は教育・研究のカテゴリーで、経験した事例を事例報告にまとめる、文献を実際に活用できる
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は 10.5%、専門職としての成長のカテゴリーでは、チームの役割と協調性を育てる 11.1%、

教育/相談のカテゴリーでは入院中の対象への個別指導ができるは1人もいなかった。

W 考察

助産ケアのカテゴリーの妊産婦・新生児の基本的なケアが「できるJという自己評価は

57;9%であるが、卒業後1""'2年の助産師の業務達成で「できるJとし、うレベルには達して

いなしL卒業後 1""'2年の助産師が業務達成「できたJと自己評価するには困難を要したこ

とも否定できないが、「できるj レベルに遣することが必要である。また、教育・研究のカテ

ゴリーの項目は 20"A，以下である。近年「まとめるJr考えるJという教育が強化されている

今、受けた教育が現場で生かされていない状況であるか、現場で必要としていないのか、今

後の課題である。助産師の自立を求める中、職場環境の良否と共に各自の目的意識、努力等

は不可欠であるが常に専門職としてキャリア形成過程で目標を設定し一定の水準を保ってい

くために更なる業務達成目標の妥当性の検討が必要である。

V 結論

卒後1""'2年の助産師の達跡伏況で「できるjの自己評価50"A，以上は、14項目中6項目であ

り、助産管理の項目では4項目すべてが5明色以上であった。本調査は調査対象者が少なく評

価として限界があるが、今調査をふまえ業務達成の妥当性を検討し、実現可能な助産師業務

達成目標を共有したしL 体調査は全国助産師教育協齢教育業務委員会で行われた課題研究の切である)

表1 卒後 1'"'-'2年助産師の業務の目標達成 n=19 (%) 

カテゴリー 卒後 1-2年の達成目標・項目 できる 少しできる できない

助産ケア -妊産槻帯・新割足の基本的ケアができる' 57.9 36.8 5.3 

-正常分娩の助産診断.!tl術が自立して実施できる 33.3 61.1 5.6 

-正常分娩の逸脱時に必要な対処ができる 21.1 73.6 5.3 

教育・ -入院中の妊産縛婦を対象に、母性の心理・佐針句 0.0 89.5 10.5 

相談技術 側面の瑚平に基づいた個別指導ができる

-授乳指導、休裕指車 i国掴昔導、母親教室を各施 47.4 47.3 5.3 

設の基準lこ沿って実施できる

助産管理 -入院・週j完の取り扱いができる 73.7 26.3 0.0 

-産手村南東のず』ムメンハeーとしての役割が取れる 63.2 36.8 0.0 

-対象のケアに対して責任を持ち業務を始める 73.7 26.3 0.0 

-医療事故防止と助産師の法的責務の朝平 63.2 36.8 0.0 

教育・砂院 -経験した事例を事例報告にまとめる 10.5 52.7 36.8 

-文献を実践に活用できる 10.5 63.2 26.3 

専門1能とし -専門臓業人としての自覚を高める 27.7 66.7 5.6 

ての成長 -チームでの役割と協調生を育てる 11.1 77.8 11.1 

-責任を持って助産業務にあたる 63.2 36.8 0.0 
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